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日頃よりナノ医療イノベーションセンター (iCONM) の活動にご興味をお持ちいただき、心より感謝申し上げます。
2023年度夏号のiCONMニュースレター発行にあたり、ご挨拶させていただきます。

iCONMでは、これまで取り組んできた「体内病院」研究に加えて、昨年度から開始した「医工看共創が先導するレジリエント
健康長寿社会」の実現を目指すプロジェクトCHANGEの活動が軌道に乗り始めました。革新的なナノテクノロジーの活用を追求
しながら、医療現場での課題解決に直結する研究開発を通じて、医療システムの質の向上と患者ケアの充実を目指しています。

また、コロナ禍が落ち着き、海外からの研究者の受け入れや国内外の機関からの視察が活発化してきました。iCONMでは、
国際的な研究者ネットワークを構築し、知識とアイデアの交換を通じてイノベーションを創出する場を築いており、異なる文化やバ
ックグラウンドを持つ方々との対話によって、より多様な視点からのアプローチを取り入れることができるようになりました。

本ニュースレターを通じて、上記の取り組みに対するご理解をいただくとともに、引き続きのご支援をよろしくお願い申し上げます。

2023.8.1.
iCONM センター長、東京大学名誉教授 片岡一則
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ご挨拶



ハイライトニュース①
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iCONMのパンフレットを刷新し、プロジェクトCHANGEのパンフレットを製作。
iCONMの2022年度活動報告書を発行しました。

iCONMパンフレット プロジェクトCHANGEパンフレット 2022年度 活動報告書



ハイライトニュース②
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朝日新聞社の言論誌「論座」にこれまで寄稿した記事（５報）を、編集局の了解の
下、iCONMのホームページで公開しました。
https://iconm.kawasaki-net.ne.jp/activities_column.html
① 「ナノDDS」研究のグローバルセンターへ / 片岡一則（iCONM センター長）
② 若者の科学リテラシーを鍛える場に / 島﨑 眞（iCONM コミュニケーションマネジャー）
③ 「看病」を超え、病前後の人も看る「看民工学」のススメ / 一木隆範（iCONM 研究統括・東大マテリアル工学教授）
④ 多様な人材が「化学反応」を起こす / 永井浩二（iCONM副センター長）
⑤ 難治がん克服のためのナノ医療 / サビーナ・カデール（iCONM副主幹研究員）

https://iconm.kawasaki-net.ne.jp/activities_column.html


ハイライトニュース③
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片岡一則センター長が第34回向井賞を受賞。

向井賞は、基礎研究または応用研究の分野において、先駆的かつ独
創的であり、科学技術の振興に貢献することが期待される研究を行った
研究者を対象として、公益財団法人東京応化科学技術振興財団が
贈呈する賞です。5/22に授賞式と受賞講演が川崎市内で催されました。

対象となった業績：
高分子合成化学に立脚した新規薬物送達システムの開発

受賞理由：

https://www.tok-foundation.or.jp/activities/mukai.html

最近の医薬品開発は、従来からの低分子医薬に加えて、抗体などのバイオ医薬品や遺伝
子・核酸・ペプチド医薬など、益々多彩となってきており、その多くが生体内分布の適正化と
標的細胞・臓器に対する選択性向上という課題に直面している。片岡一則氏は1980年
代から一貫して、この様な困難な課題を解決するための薬物送達システム（DDS）の開発
に取り組み、親水性の高分子鎖と水に難溶性の高分子鎖とを連結したブロック共重合体の
分子設計とその秩序立った会合体（高分子ミセル）形成に基づいて、抗がん剤や核酸医
薬のDDSとして臨床に用いられるまでに至る数々の薬物運搬体の創製に成功した。この様
な片岡氏の業績は、現在、国内外の多くの大学や企業において展開されている高分子ミセ
ル型DDS開発の嚆矢となるものであり、「向井賞」の受賞に値するものと認められる。 

https://www.tok-foundation.or.jp/activities/mukai.html


ハイライトニュース④
7

2023年度 入職者 歓迎会を対面で開催。
5/24、新年度に入職した研究者および管理職員の歓迎会が、3年ぶりに対面で開催されました。



ハイライトニュース⑤
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グザビエ・エマニュエリ博士が iCONM に来所。
5/30 「国境なき医師団（1999年ノーベル平和賞）」、「SAMUソシアル」の創設に関わり、ジャック・シラク大統
領の政権下では緊急人道支援担当相も務めたグザヴィエ・エマニュエリ (Xavier EMMANUELLI) 博士が、フラン
ス大使館の方々とともに来訪しました。エマニュエリ博士は、近年の社会的弱者、特に高齢者の社会における課題
に懸念を持っており、当センターが中核機関として推進する「プロジェクトCHANGE」の取り組みについて、強い関心
を示したとのことです。
プロジェクトメンバーからの説明とディスカッションを通じて、本プロジェクトが目指す「医工看共創が先導するレジリエン
ト健康長寿社会の実現」について理解を深めたのち、産学官連携によるオープンイノベーションが展開されている現
場を視察致しました。



ハイライトニュース⑥
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ナノ医療及び看護ケアイノベーションの推進と普及に関する基本協定を東京大学と締結。
5/31、川崎市産業振興財団は、川崎市とともに、ナノ医療及び看護ケアイノベーションの推進と普及に関する基
本協定を東京大学と締結致しました。
本協定により、三者は、世界中に拡がる医療とケアに関する多様な学術や技術、モノ、人材といった資源を循環さ
せながら融合し、イノベーションを創出する仕組み（グローバルエコシステム）を形成するなどして、昨秋に文科省
/JSTに採択された COI-NEXT川崎拠点（プロジェクトCHANGE）と連動する健康寿命の延伸と新産業の創
出に向けた取り組みを推進します。



発表論文・叢書 (2023年4月-6月公開）
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No. 公開日 論文題目 雑誌名 iCONM主要著者

#7 230519 Stealth and pseudo-stealth nanocarriers
https://doi.org/10.1016/j.addr.2023.114895

Advanced Drug Delivery 
Reviews A. Dirisala

#6 230511
Cap analogs with a hydrophobic photocleavable tag enable facile 
purification of fully capped mRNA with various cap structures
https://doi.org/10.1038/s41467-023-38244-8

Nature Communications S. Uchida

#5 230508
Strategic trends of pharmaceutical companies: A growth model through 
regional focus and inter-regional alliances
https://doi.org/10.1016/j.drudis.2023.103611

Drug Discovery Today S. Sengoku

#4 230501 高分子の精密設計に基づくがん診断・治療用ナノマシンの創製
https://doi.org/10.1248/yakushi.22-00205-4 薬学雑誌 N. Nishiyama

#3 230415
pH-sensitive polymeric micelles loading IL-12 profoundly inflame the 
tumor microenvironment to eradicate cold tumors
https://doi.org/10.1158/1538-7445.AM2023-LB336

Cancer Research H. Cabral
K. Kataoka

#2 230406
Ligand Installation to Polymeric Micelles for Pediatric Brain Tumor 
Targeting
https://doi.org/10.3390/polym15071808

Polymers H. Cabral
Y. Anraku

#1 230405
Efficient mRNA Delivery with Lyophilized Human Serum Albumin-Based 
Nanobubbles
https://doi.org/10.3390/nano13071283

Nanomaterials K. Itaka

過去の論文記録は以下のサイトから閲覧できます。 https://iconm.kawasaki-net.ne.jp/activities.html

https://doi.org/10.1016/j.addr.2023.114895
https://doi.org/10.1038/s41467-023-38244-8
https://doi.org/10.1016/j.drudis.2023.103611
https://doi.org/10.1248/yakushi.22-00205-4
https://doi.org/10.1158/1538-7445.AM2023-LB336
https://doi.org/10.3390/polym15071808
https://doi.org/10.3390/nano13071283


発表論文・叢書 (2023年4月-6月公開）
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No. 公開日 論文題目 雑誌名 iCONM主要著者

#13 230610
mRNA vaccine induces protective immunity against the type III secretory 
virulence of Pseudomonas aeruginosa
https://doi.org/10.1101/2023.06.09.544431

BioRxiv S. Uchida

#12 230609
Multi-Armed Star-Shaped Block Copolymers of Poly(ethylene glycol)-
Poly(furfuryl glycidol) as Long Circulating Nanocarriers
https://doi.org/10.3390/polym15122626

Polymers Y. Anraku
H. Cabral

#11 230608
Terbium-Rose Bengal Coordination Nanocrystals-Induced ROS Production 
under Low-Dose X-rays in Cultured Cancer Cells for Photodynamic 
Therapy
https://doi.org/10.1021/acsabm.3c00304

ACS Applied Bio 
Materials

Y. Mochida
K. Miyata

#10 230601
A polyaniline/polyvinyl acetate composite film electrode for highly 
sensitive electrochemical sensing of pH
https://doi.org/10.1016/j.synthmet.2023.117380

Synthetic Metals H. Takehara
T. Ichiki

#9 230601 神経疾患へのmRNA医薬応用
https://www.kahyo.com/product/detail/S202306 脳神経内科 K. Itaka

#8 230525
Curcumin and Colistin are Synergistic in Inhibiting the Growth and Biofilm 
Formation of Pseudomonas aeruginosa Isolated from Environmental 
Sample
https://doi.org/10.29011/2577-1515.100218

Infectious Diseases 
Diagnosis and 
Treatment

A. Dirisala

過去の論文記録は以下のサイトから閲覧できます。 https://iconm.kawasaki-net.ne.jp/activities.html

https://doi.org/10.1101/2023.06.09.544431
https://doi.org/10.3390/polym15122626
https://doi.org/10.1021/acsabm.3c00304
https://doi.org/10.1016/j.synthmet.2023.117380
https://www.kahyo.com/product/detail/S202306
https://doi.org/10.29011/2577-1515.100218
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No. 公開日 論文題目 雑誌名 iCONM主要著者

#19 230628 Global biomarker trends in Alzheimer’s research: A bibliometric analysis
https://doi.org/10.1016/j.drudis.2023.103677 Drug Discovery Today S. Sengoku

#18 230625 中枢神経系を標的としたmRNA医薬のDDSと治療応用
https://doi.org/10.2745/dds.38.125 Drug Delivery System S. Uchida

#17 230624
Polyplex Designs for Improving the Stability and Safety of RNA 
Therapeutics
https://doi.org/10.1016/j.addr.2023.114972

Advanced Drug Delivery 
Reviews

S. Uchida
K. Miyata

#16 230620
Enhancement of bone regeneration by coadministration of angiogenic and 
osteogenic factors using messenger RNA
https://doi.org/10.1186/s41232-023-00285-3

Inflammation & 
Regeneration K. Itaka

#15 230619
Relationships between physical and immunological tumor 
microenvironment in pancreatic ductal adenocarcinoma
https://doi.org/10.1111/cas.15853

Cancer Science H. Cabral

#14 230614
Adsorption of l-buthionine sulfoximine on Bi(III) and Eu(III) co-substituted 
hydroxyapatite nanocrystals for enhancing radiosensitization effects
https://doi.org/10.1016/j.colsurfb.2023.113403

Colloids and Surfaces 
B: Biointerfaces Y. Anraku

過去の論文記録は以下のサイトから閲覧できます。 https://iconm.kawasaki-net.ne.jp/activities.html

https://doi.org/10.1016/j.drudis.2023.103677
https://doi.org/10.2745/dds.38.125
https://doi.org/10.1016/j.addr.2023.114972
https://doi.org/10.1186/s41232-023-00285-3
https://doi.org/10.1111/cas.15853
https://doi.org/10.1016/j.colsurfb.2023.113403


iCONMコラム
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産業情報かわさき6月号掲載

iCONMコラム⑫ 「グローバル・パートナーシップ」
iCONM サビーナ・カデール 副主幹研究員

iCONMコラム⑪ 「エクソソーム」
東大・一木隆範 先生 監修

産業情報かわさき4月号掲載

iCONMコラムは、「産業情報かわさき」誌の偶数号に掲載。
同誌のバックナンバーは、以下のサイトから閲覧できます。
https://kawasaki-sanshinkaikan.jp/gyoumu/jyouhou/report.html

https://kawasaki-sanshinkaikan.jp/gyoumu/jyouhou/report.html


看民工学コラム
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産業情報かわさき7月号掲載

看民工学コラム⑦ 「市立看護大学について」
荒木田 美香子 先生（川崎市立看護大学 副学長）

産業情報かわさき5月号掲載

看民工学コラム⑧ 「病院の地域連携室について」
福永ヒトミ 先生（日本医大武蔵小杉病院 副院長 兼 看護部長）

看民工学コラムは、「産業情報かわさき」誌の奇数号に掲載。
同誌のバックナンバーは、以下のサイトから閲覧できます。
https://kawasaki-sanshinkaikan.jp/gyoumu/jyouhou/report.html

https://kawasaki-sanshinkaikan.jp/gyoumu/jyouhou/report.html


実施済イベント（2023年4月～7月）
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第8回学術セミナー（座長：片岡一則）
日時：2023年5月19日 14:30開演
場所：On-line 開催

演題：酸素センシング調節機構を標的とした
 がん・炎症疾患の制御

講師：坂本 毅治 先生
iCONM 客員研究員

 関西医科大学附属生命医学研究所
 学長特命教授

市民公開講座 第９回学術セミナー（座長：片岡一則）
日時：2023年7月14日 14:00開演
場所：On-line 開催

演題：Biomimetic protein bioconjugates 
for biomaterials and artificial organelles 
design

講師：Prof. Dr. Sébastien Lecommandoux
フランス・ボルドー大学 教授

 Biomacromolecules チーフエディター



イベント予告
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第10回学術セミナー（座長：片岡一則）
日時：2023年8月22日 15:00開演
場所：On-line 開催

演題：放射性核種を利用した医学研究
 日本アイソトープ協会の説明を兼ねて

講師：藤井 博史 先生
日本アイソトープ協会常務理事

 国立がん研究センター先端医療開発
 センター機能診断開発分野分野長

第11回学術セミナー（予定）
日時：2023年9月14日 10:30開演
場所：On-line 開催

演題：新興技術の社会実装における
 ELSI/RRIの重要性（仮題）

講師：松尾 真紀子 先生
東京大学公共政策大学院

 未来ビジョン研究センター
特任准教授



編集後記
本日、iCONM ニュースレター 2023年度夏号を配信させて頂きました。四半期ご
との出来事や学術成果を記した本ニュースレターをご覧いただくことで、少しでも私た
ちの取組に関し理解を深めていただければ幸甚に存じ上げます。
同じキンスカに立地する島津製作所TIPを先日訪れた際、同社が京都にある老舗
酒造と提携して日本酒造りを始めたと伺いました。伝統的な匠の業に、最先端の分
析技術が加わり、風味や酸味、うま味が最適の状態となるよう仕上げた日本酒「源
遠流長」の誕生です。看護も、匠の業が受け継がれている職業ですが、杜氏と同じく
専門人材が不足しており、理工学の介入がひとつの解決手段となればと思っています。
日本は、少子高齢社会に関して世界のトップランナーです。しかし、それは、日本だ
けの問題ではなく、近い将来に超高齢社会を迎える国々は少なくありません。プロ
ジェクト CHANGE の成果は、それらの国々に対しても価値のあるものとなるでしょう。
引き続きのご支援とご鞭撻を何卒よろしくお願い申し上げます。

川崎市産業振興財団
ナノ医療イノベーションセンター
イノベーション推進チーム
iconm-pr@kawasaki-net.ne.jp Photo: 多摩川スカイブリッジ (3/12開通）

17

・ ・ ・
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